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‘福井市春山2T目7-1福#市文化会館

TEL/FAX (0776) 23-6905
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尺八、ドラム、八ーカツシヨン

など、このグループの楽器は

全てアジアに原生する竹のみ

で作られています。

尺八に独自の感覚で新しい

ダイナミックな音を吹き込ん

だカリフオルニア生まれの米

国人、ジョン・海山・ネプチュ

ーンとそのグループによる演

奏をお楽しみ<ださい。

j:
開場18:00

\福井市文化会館
1 入場料/前売3,000円

当日3,500円

開演18:30 (全席自由)

'ツセーシ

『含築への愛と戚謝』
竹竹(Tak6Dak6)
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i-=�=�CSf あサ

[▼ェ�w,冗
"̃ . 郵便振替でお申し込み下さい
□座番呈:00780-1-46870 (福井芸術・文化フオ-ラム)

.-ををお讓い合ねせのよお#の新しい文化をお菜しみ,‘*
・̃ _�uaE�HB3S!�_"'ホ1。

��ン■5■
�Dオーラム主催自主事業のチクットが、当事務所汲いに限りお-

2枚まで、一般発売の前にモ約でき、1劃引で購入でぎます。

(公演当日、1割引は適用されません)

2公演案内や「ふっな̃と」ぼ4回)をあ届けします。

お申し込み'お問い合わせは

福井芸術・文化フォづムまで
事務所：福井市春山2-7-1福井市文化会館1F
月曜日̃金曜日(祝日を除ぐ午前10時̃午後6時

s 0776-23-6905

遍

再
び
「
海
山
」
旋
風
を

高
橋
雅
抄

琴
と
調
利
す
る
何
な
よ
い
ち
の
は
な

い
も
の
か
と
者
え
て
い
た
と
こ
ろ
ち
ま

た
ま
F
M
放
送
で
ジ
ヨ
ン
海
山
ネ
ブ
チ
ュ

I
ン
さ
ん
の
演
奏
と
卜
I
ク
を
聞
い
て
、

こ
れ
だ
！
と
思
つ
た
の
で
す
。
早
速
海

山
さ
ん
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
昨
年

八
月
八
¦
モ
_
 
_
¦
ホ
¦
ル
で
開
催
の
『

高
橋
雅
抄
と
グ
ル
ー
プ
雅
』
演
奏
会

に
特
別
出
演
を
お
願
い
致
し
ま
し
ち
と

こ
ろ
、
ご
快
諾
い
ち
だ
き
成
功
裡
に

終
え
る
ご
と
ガ
で
き
ま
し
ち
。
.

そ
の
時
の
彼
の
演
奏
を
拝
聴
し
て
日

本
人
と
は
違
つ
ち
感
性
の
持
ち
主
で

あ
り
な
ガ
ら
、
そ
れ
で
い
て
日
本
的
な
ち

の
を
保
持
さ
れ
た
演
奏
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

今
度
、
福
井
芸
術
.
文
化
フ
オ
ー
ラ
ム

主
催
で
開
催
さ
れ
る
『
竹
竹
』
は
お
勧

め
の
演
奏
会
で
あ
り
、
他
で
は
簡
単
に

聞
<
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ラ
ぞ
皆

様
の
二
来
場
を
お
待
ち
致
し
て
お
り

ま
す
。
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ほんとに面白かったよ
>[昨年の観客アンケートから]

■本日の公演をどこで知りましたか？

第1位友人、知人

■本日の公演はいかがでしたか？

第1位良かった

(とても良かった、美しかった、懐かしかった、踊リの指導が楽しかった)

■あなたも踊リましたか？

第1位踊った(自分も参加できて楽しかった)

f f 弁なIC';ホぢ つな
も
つを3キれ
夕は
め

■ ロヒーの展示.体験コーナーは？

第1位見た、参加した(初めて三味線に触れて感激した)
(写真はいづれも昨年の舞台から

歌って！踊って！参加して！)
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「劇団民藝」と聞けば、宇野重吉を思い浮なべる人

ち多いだろラ。福井が生んだ偉大な演劇人・宇野重吉

が滝沢修らと創設しち「劇団民藝」は、今では俳優百

数十人を抱える大きな劇団に成長した。芝居を観る機

会の少ない福井で、昭和31年なら現在まで、每年2～

3回来演して<れたのは民藝だけ。まさに福井の文化

を作ってきち宇野重吉の大きな力を感じる。

彼は芸術賞を始め数々の賞を受けちが、映画、T v

ドラマでち活躍し、あの載々としち風貌の中に優しさ

と厳しさガー体となっち名演技は、多<の人々を魅了

し愛されち。その彼も、病魔には勝てザ、惜しまれな

ガら昭和63年1月にこの世を去った。

宇野重吉の「福井自慢」は特に有名。彼に言わせる

と水、米、酒、越前ガニ、才ロシ麓麦・・・ならジやガ芋

まで、福井産の物が日本一だっち。東京にいてち他方

を回ってし\る時も、常に「ふるさと福#」を思ラ気持

ちは、誰にも負けなけっちのであろラ。

その「劇団民藝」今年の公演は、福井芸術・文化フオ

ーラムの主催で『アンネの日記』が決まった。『アン

ネの日記』は、初演以来1, 400回を越える劇■民藝の

財産とちいえる演目である。言ラまでもな<、ナチの

強制収容所で死んだアンネ・フランクの日記を劇化し

ち名作。感受性の強い少女アンネが、隠れ家生活の中

でち、常に希望を失わず、明る<成長してい<物語は、

今も鮮明で私ちちに感動と生きる力を与えて<れる。

今回は奈良岡朋子、日色とち資、伊藤孝雄、里居正美

などの豪華メン/て一がどんな演技を見せて<れるけ・・・

今けら楽しみである。

ゆあるか

部ほの]ンヴート2りりj
7/90rm福井市文化ミ
■ / 'ひ\口,開演14:00

フクイやング
オーケストラ

団貴藝集.■
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[線智日程]々目1々日(土)、4目28日(土)

5目12日(±)、6目9B出～10日旧)

6目28日(±1'7目20B (祝)

(プロの浦奏家を招さ指導を受けます)

[対象]練習の全B程に参加でさる̃ル学校3年̃六学生
までの、弦楽器1年びとの経験者。

[昭暮方法]福#芸術'ズ化フオーラムス砲暮甲紐を請求して
<ださじ。 〒9,0-001g福#市-山2-7-1福#市文化会能内

TEL/FAX (0776) -23-6905

なまま

ビ

ポクの名前が
消まつ想ヨf

『ガるっちや』って言うbだ。30シウ1

ちちろはre u I tu r &Jガら耳2っを名前さ。

名前ちつけてぐれを⑦は

吉6酢ポ岡印傲ビ領

ま哲藝さね(22霞)

りラシ、ソウ、め奏楽、ミコージカ([⑦群き在

$柿ざれだって。

夕年⑦◎主事業⑦ペアモケいノトち度っちや$̃いノと。

みhなi 2れガらも30シウね。ゆをぐ翁ぼラ1

フ

A

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る

わ
が
芸
術
.
文
化
フ
オ

平
成
十
ー
ー
年
四
月
か
ら
ス
タ
I
卜
し
た
福
井

芸
術
.
文
化
フ
オ
¦
ラ
ム
が
ム
ス
全
国
か
ら
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

福
井
市
文
化
会
館
は
建
設
以
来
三
十
_
一
 
年
間
‘

福
井
市
文
芸
協
会
と
い
う
行
政
主
導
の
組
織
で

運
営
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
が
昨
年
か
ら
、

市
民
組
織
で
あ
る
「
福
井
芸
術
.
文
化
フ
オ
I
ラ

ム
」
に
、
文
化
会
館
の
企
画
.
運
営
を
委
託
す

る
と
い
う
全
国
的
に
も
稀
な
措
置
が
取
ら
れ
た

か
ら
で
す
。

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
三
つ
の

自
主
事
業
の
ほ
か
に
、
市
民
参
加
型
の
地
域
創

造
事
業
や
共
催
事
業
も
行
い
ま
し
た
。
特
筆
す

べ
き
は
『
日
本
の
音
、
舞
、
課
』
の
イ
ペ
ン
ト

で
地
域
の
人
材
を
フ
ル
活
用
し
、
民
謡
.
日
本

舞
踊
.
邦
楽
を
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ツ
プ
や
体
験
を
交

え
て
実
施
し
た
こ
と
で
す
。
ま
た
小
学
生
〜
高

校
生
の
弦
楽
器
に
よ
る
ヤ
ン
グ
オ
I
ケ
ス
ト
ラ

『
若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
』
も
好
評
で
し
た
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
岐
阜
県
可
児
市

や
滋
賀
県
か
ら
視
察
団
の
来
訪
が
あ
リ
、
ま
た

二
月
九
〜
十
日
に
愛
知
県
で
行
わ
れ
た
『
世
界

劇
場
会
議
国
際
フ
オ
I
ラ
ム
2
0
0
1
』
に
は
.

岸
田
美
枝
子
事
業
部
長
が
招
か
れ
、
「
地
域
(
公

共
)
ホ
I
ル
ヘ
の
市
民
参
加
」
の
セ
ツ
シ
ヨ
ン

で
、
当
フ
オ
I
ラ
ム
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て

発
表
し
、
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

(
竹
内
成
鴻
)
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福井芸術・文化フォーラム共催事業のご案内
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間場18:30蘭演19:00問台せ/まモぜる。.„„
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能楽鑑賞会はホームページでも

紹介しています。

http://www.mitene.or.jp̃y-sato/
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4/22旧)
簡場12:00開演13:③

福井能楽堂
ん場料/4.000円

問合せ/森本賢誠
1B.(0776)23-3241

ぐヴ�け

の

奉
晴

つ色
てを

さぜら
L� � L
。昧
わ

ンゾ

1 ン

ク

呈
の

ァ
3

ての

開向
催
し

スま
い声テす
音 -r

1 _』̶

し、 好
家福

上その井
をの倍の
目レ増弦
指べを楽
しル願愛

̃��

:--�-

5/27
開場13:00園演13:30

旧》
福井市文化会館
入場料/無料
問台せ/浦サ和美

m(0776)26-2424

主
催 言
ス

h
u
ン

グ
フ

ェ

ス

テ
-r

バ.

s?
■ゾレ
§2001

を築

第6回

が
■ハ

g
みル

'A"A'*チケットに関するお間い合わせは各主催者までお願いします★☆★
s.
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▽福井芸術・文化フォーラムちq

.なって来た。まず各委員会の構成。ふっが～との原稿を書ぐま

自主事業なリ地域創造の仲間の議論の様子が分かっていないと書》

せにくい▽会員制度や年会費も議論の余地あり。一度も会議に出た

ことのない理事がいる反面、仕事に忙殺される理事もいる。見ず知ら

③市民が寄り合って福井の文化を作るというのは生易しい事では

防\▽理事の諸兄姉は自分の得意分野(こだけ参加するとL \うのでは

廣€、他の分野へも積極的に参加して欲しい。皆でお金も意見も力も

ねし合う中から福井芸術'文化フォーラムの理想の姿が見えてくる

g、っか～ともまた少し体栽を変えてみた。ご批判,ご感想をLゾこだ

ゆ (H)

資跳ホ靴纖がリこュ-アルオづンぜ
福井市文化会館がこの春から生まれ変わりました。

■座席の幅がゆったりしたこと

■滅綴の全面張り替え

■難聴の人でも簡きやすい誘導コイル式の特別座席ができたこと

■車椅子専用ェリアができた…

など、全国に誇る文化施設になりました。

座席はこれまで横の列で44席あったものが39席になり、その

分少しすつ広くなりました。定員総数は1,318席が1,162席に。

3月7日午後6時30分から祝賀のセレモニーが開かれ, 時舞やマリ

ンパ演奏などのお披露目がありました。

FLUTE de PAN音楽と絵のあるレストラン

つレいか・, 、ーン
持ち込み自由のパーテイをとうぞ''-

T910-0019福井市春山2丁目7の1福井市文化会館地下

蜜(0776) 26-2424

b Mん

症

人舷圓団とぱ

2 000年新作

福#に生まれて10年
子どちおちと
育ちまず

〒918-8205 乏うご踊侍

福井市北四ツ居1-9-16 'S 0776-54-727
URL http: //www.mitene.or.jp/̃tonto/ ,
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ア
カ
デ
ミ
ツ
ク
な
響
き

そ
し
て
室
内
楽
の
楽
し
さ

五
人
の
演
奏
家
に
よ
る
室
内
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

b
-
f
a
/
,
ス
ン
�
 
,
ウ
J
き
、
べ
t
K
H
 
D
.

ピ
ア
ノ
に
ソ
プ
ラ
ノ
を
加
え
た
編
成
で
、
バ
ロ
ツ

ク
、
古
典
派
の
音
楽
を
中
心
に
し
た
名
曲
を
お
送

リ
致
し
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ツ
ク
な
響
き
か
ら
醸
し

出
さ
れ
る
音
楽
の
美
し
さ
、
・
i
i
i
i
̶
i
l
�

楽
し
さ
を
ご
堪
能
下
さ
い
。
�
�
E
�
l

曲
目
は
テ
レ
マ
ン
作
曲
.
�
�
・
�
a

至
；
t
h
 
�
\
�
 
�
�
�
■
-
ゴ

イ
オ
リ
ン
、
通
奏
低
音
の
�
E
i
.
S
S
S
.
i

た
め
の
「
食
卓
の
音
楽
」
 
�
n
a
i
�
a
j

ミ
ヒ
-
ン
さ
フ
ミ
�
�
W
»
�
l

「
春
の
声
」
ほ
か
。
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主
催
/
宝
生
流
福
井
能
楽
会

�
<
r
f
A

い
感
動
,

,
奥
深
h

春
の
鑑
賞
会
ば
能
「
枕
慈
童
」
「
藤
戸
」
の
2

番
と
狂
言
「
貴
費
」
で
す
。

不
老
不
死
の
夢
を
題
材
に
し
た
枕
慈
童
、
息

子
を
奪
わ
れ
た
老
婆
の
心
境
を
描
く
藤
戸
…
.
.

能
楽
堂
に
来
て
、
能
の
奥
深
い
雰
囲
気
に
感

動
し
て
く
だ
さ
い
。
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主
催
ノ
び
才
の
メ
ッ
セ
！
ジ
実
行
委
員
会
I

私
達
は
東
京
芸
大
附
属
高
校
で
、
日
々
、
音

楽
を
学
ん
で
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
先
生
方
と

個
性
あ
ふ
れ
る
級
友
に
囲
ま
れ
、
高
校
生
活
を

送
つ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
と
り

わ
け
ユ
ニ
ー
ク
な
四
人
(
ピ
 
�
̃
̃
 
i
t

ヲ
�
 
�
H
 
D
,
 
、
ウ
ぶ
 
!
・
・
 
f
f

オ
リ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ツ
ト
)
w

の
演
奏
を
お
聴
き
下
さ
い
。
・

揺
れ
動
く
十
七
才
で
す

が
、
音
楽
を
通
じ
て
い
ろ
・

ん
な
思
い
を
皆
様
と
語
り

合
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。


